


























 七浦地区は、石川県輪島市門前町の 1 つの地区であり、七浦公民館の範囲と同じであ
る。地元の住民からは一般に「七浦」と呼ばれるが、町会組織としては「七浦地区区長
会」で、皆月、五十洲、吉浦、矢徳、中谷内、大滝、鵜山、餅田、百成大角間、井守上
坂、薄野、暮坂、樽見の 13 の「区」からなる。皆月はさらに 1 組から 10 組の「組」に
分かれる。 
 七浦地区区長会は会長 1 名、副会長 2 名、各区の区長、皆月 1 組から 10 組の「組親」
（くみおや）からなる。会長、副会長は区長または組親から選出されるので、全部で 23
名である。会長は年に 4～5 回輪島市区町会長会に参加する。 
 七浦地区区長会は 1、3、6 月に行われる。かつては 9 月にも開かれていたが、廃止に
なった（O さん、皆月、男性、57 歳）。1 月 1 日には 11 頃に七浦公民館に集まって、
新年互礼会をする（N さん、五十洲、男性、76 歳）2。 
 子供会はかつて各区にあったが、平成 18（2006）年の七浦小学校の門前東小学校へ
の統合以来なくなった。現在あるのは門前東小学校の保護者会である（F さん、皆月、
男性、68 歳；B さん、皆月、男性、55 歳）。 
                                                  
1 七浦地区 13 区すべての地区組織についての聞きとりは出来なかったため、皆月、五十洲、吉
浦、矢徳、大滝、餅田、井守上坂、薄野の 8 区の記述に留まっている。 






らす世帯は 73.81％（84 戸中 62 戸）と高率












とである。方法としては、これまでの調査実習と同様に、4 月から 7 月まで主に大学研
究室にて調査方法の学習や文献・統計資料の収集、分析などを、予備調査と並行して行
い、8 月後半に対象地域に滞在して住民の方々へ集中的に聞きとり（「本調査」と呼ぶ）






























ど、その役を引受けている（F さん、皆月、男性、68 歳；B さん、皆月、男性、55 歳）。 
 老人会は区ごとにはなく、七浦として「志津良会」がある。実際の活動は「皆月クラ
ブ」「五十洲クラブ」「吉浦矢徳クラブ」「百大クラブ」で 4 つに分かれて行っているが、
4 クラブが連合して「志津良会」を構成している。役員には会長 1 名（現在皆月クラブ
長が務める）、副会長 3 名（現在、五十洲クラブ長、吉浦矢徳クラブ長、百大クラブ長
が務める）の他、監事 1 名がいる。皆月クラブは「1 組」～「10 組」および「餅田」の
11 班からなり3、それぞれに班長 1 名がいる。五十洲クラブは「五十洲」「大滝」「中谷
内」の 3 班から、吉浦矢徳クラブは「吉浦」と「矢徳」の 2 班から、百大クラブは「鵜
山」「大角間」「百成」（どうめき）「井守上坂」「薄野」「暮赤」「樽見」の 7 班からなり、
それぞれに班長 1 名がいる。 






 皆月区には「皆月区長」1 名（任期 2 年）がいる5。総区長（皆月区長）は一月の寄合
（総会）で決められるが、人選についてはたいていあらかじめ話合いが行われる。総区
長の任期は 2 年だが、話合いによって再選で一人が何年も務めることが多い6。 
その他、皆月区会には副区長、会計、監査などの役はない。監査については、年末の
「内銀割協議会」で 10 名の組親が監査し、「決算審査報告書」に押印する。また、以前
は「氏子総代長」1 名と「氏子総代」3 名の計 4 名の役があったが、「やる人がいなくな
った」ために、平成 28（2016）年からなくなった。代わりに平成 27（2015）年から「組
親」（くみおや）10 名が氏子総代を兼務するようになったため、現在皆月には 10 名の氏
子総代がいる。 
 皆月区は 10 の「組」（くみ）に分かれ、それぞれの組に「組親」1 名（任期 2 年）が
いる。組親は組ごとに話合いで決められるが、人数が多い組では輪番制にしているとこ
ろもある。2 年任期であるが、総区長の任期 2 年と 1 年ずれるようにしてある。組親の
仕事は、回覧板を回すなどである。 
                                                  
3 皆月 1 組と餅田の昔から近い関係にある（後述）。 




6 最近でも平成 4（1992）年から平成 13（2001）年の 10 年間、平成 14（2002）年から平成 21
（2009）年の 8 年間、平成 22（2010）年から平成 27（2015）年の 6 年間、それぞれ 1 人の人




 皆月の日吉神社の役員は、宮司さん、皆月区長、氏子総代長の 3 名が務める。氏子総
代長は現在（2017 年 8 月時点）不在だが、登録上は A さん（皆月 1 組、男性、88 歳）
となっている。区長が神社役員を務めることからも分かるように、区と神社は緊密な関
係にある。 








 皆月の総会は年に一回、1 月 7 日に「皆月地区多目的集会所」で開催される。この総




を行い、翌年の大寄合いの議題を検討する9。7 月には「祭り準備委員会」が 1～2 回開
かれ、皆月区長、青年会の人びと、組親、氏子総代、宮司さんが参加する。 




                                                  
7 これは平成 19（2007）年から始められた。また不在世帯でも、集落にあるのが空き地（土地
のみで家なし）の場合には、区費は通常の十分の一以下になる。金沢や東京に住んでいる人の土
地が 10 カ所ほどあるという。 
8 正式には「個人情報の保護に関する法律」で平成 15（2003）年 5 月 23 日に成立した。資産割
で区費計算していた頃には、固定資産が多い世帯の中には「5 万円も区費を払っていた」ところ
もあったという。 




輿を担ぐように戻そうという意見もある。神輿手当は一日 1 人 1 万円（2 日間で 1 人 2 万円）
支払われ、さらに 2 日目の夜に開かれる飲み会のために 5 万円支出される。人足手当は、祭り
の準備片付けをする人たちに支払われる。1 日に 30 人が 3 日間働き、1 人 1 日 2 千円なので、
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なっている組も多くなっている。皆月〇組には組親が一名いて任期は 2 年だが、4 年ぐ
らいはやるのが普通である。組親の選び方としては、12 月の組の集まりで「おれも 3 年
やったからそろそろ･･･」と組親がいい、次の組親を話合いで選ぶ。組親には皆月区か
ら月に千円の手当が出る。輪島市など他所からの手当はない。 





る13。「組親は一種の便利屋だ」と I さんはおっしゃった。 
 組の集まりとして 12 月の組の集会がある。組の集会は組親の呼びかけで、皆月多目
的集会所で開かれるが、集会には特に名称はない。組親がその年（1 月～12 月）にやっ
たことを報告し（活動報告）、会計報告する。また、住民から修理や改善などの要望が
あれば、組親が実際の状況を確認した上で、翌年 1 月の区の寄合に出す。 
 組の活動として「道づくり」（道路掃除、草刈りなど）が 3 月末、6 月中頃、8 月のお







 皆月青年会メンバーは現在 31 人いるが、皆月在住は 7 人だけである。青年会は 15 歳
                                                  
12 本項の記述は、主に組親の I さん（皆月、男性、62 歳）への聞きとりにもとづく。皆月の組
の一事例としてあげるが、具体的な組番は伏せる。 
13 皆月山王祭の準備片付けは、組親の重要な仕事だという。祭りの際には各組から 3 人の人足
が出て、オカリヤ（お仮屋）を組み立てる仕事などをする。この 3 人のうち 1 人は組親出なけれ
ばならない。この 3 人は祭りの準備と後片付けのために 3 日間働かなければならないが、各人





16 組親の行う代行納税は、固定資産税と自動車税が中心だという。固定資産税は 4 期に分かれ
ており、組親も 4 回に分けて納税する。 





（中学卒業）から 38 歳の男性が自動的に加入となる。現在高校生が 2 人いる他、20 歳
代前半の「若手」もいる18。38 歳を超えたメンバーは「応援団」「青年会 OB」と呼ばれ
る立場から青年会活動に引き続き関わる。 
 役としては、会長 1 人、副会長 2 人、会計 1 人がいる。3 役ともに任期はない。現役
員は 2014 年からやっている。会長はだいたい最年長のメンバーが務める。青年会員は
38 歳までなので、会長が 38 歳を超える頃に、新会長を含む新しい役が選ばれる。 
 会費は年に 1 人 3 千円である。さらに祭りの時に会員から酒一升または 2 千円を集
める。その他に、山王祭 T シャツを売った収益、保育園などでのアマメハギ公演などが
青年会の収益になる。しかし会員がアルバイトをして予算を補うようなことはしていな
い。会計については、1 月 2 日の総会で会計が会計報告する。 
 青年会は年に 2 回総会（定例）を開く。1 月 2 日に行われる皆月のアマメハギ前に、
青年会総会を開いて役員決めをする。8 月の山王祭前の日曜日に、青年会総会を開き役
員を決める。 
 皆月青年会の主な活動は、アマメハギ（1 月 2 日）と皆月山王祭（8 月 10～11 日）
である。アマメハギでは、青年会員が 4 人一組になり 2 カ所を回る。2 カ所とは「河南
と西町・本町」で、人が亡くなって一年経っていない家を除いた家々をを回り、お祓い
をする。かつてアマメハギは青年会でなく、厄年の人が（お面をかぶって）やっていた
が、後に青年会でやるようになったという。皆月のアマメハギはかつて 1 月 6 日にやっ
ていたが、「（青年会の人も仕事で）帰って来れない、子供もおらん」ため、10 年前ぐら
いに 1 月 2 日に変更した（アマメハギについては第 9 章参照）。 
 山王祭は皆月青年会が一番活躍する場である19。山王祭はもともと七夕祭りで、旧暦
7 月 7 日だったため新暦 8 月初めにやるようになり、それから現在のように 8 月 10～
11 日開催に変わった。参加者を増やすために、8 月第二土日などに日付を変えようかと
いう話もある20。 
 山王祭のために 8 月 4 日夜から、5、6、7、8 日と集会所に集まって、祭りの準備を
する。「旗ギリコ、御幣ギリコ、鳥居」を青年会で作る。御幣ギリコとは、そこに神様
を乗せるものである。御仮屋は 8 月 8～9 日に皆月町内会が立てる。準備は、クレーン
車を借りる、トラックで運ぶという風に大変な作業である。 
山王祭が終わった後（8 月 12 日）には片付けと打上げをする。夕方 6 時から宴会が
始まる。その後「裏祭り」になり、青年会の人びとが太鼓を叩いて集落を回る。祭りの
間、青年会会長は酒を飲めないので、その分を「裏祭り」をして飲むのだという。 
                                                  
18 皆月青年会の会計を務める別の男性（35 歳）の話では、現在の会員は 30 人で、そのうち皆
月に住んでいるのが 6 名、その 6 名のうち 3 名が高校生である。 
19 山王祭における青年会の働きと祭りに対する思いについては、川村清志製作の映像民俗誌『明
日に向かって曳け 石川県輪島市皆月山王祭の現在』（2017）にも描かれている。 
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かつて人手不足は山王祭の問題だった。M さんが 26 歳の時（2012 年）、祭りの準備
をしていたのは役員 5～6 人だけで、子供も少なくなっていた。祭りの危機を感じた M
さんは地元に帰る決心をし、2 年後 28 歳の時（2014 年）には青年会副会長になった。





も 38 歳を超えた人たちには「青年会 OB」という立場で、結構手伝ってもらっている。
それを曳山保存会などの団体にしようかという意見もある。そうしても実質は変わらな
いが、現在のままだと青年会 OB は実行委員会に入れない。2014 年に祭りが中止にな
ったときにも「声を出せなかった」（発言できなかった）のはそのためだ。団体名があ
れば入りやすいし、若い人にとっても心強いと M さんは考えている。 
祭りの他に、青年会は保育所などから呼ばれてアマメハギを演じることがある。今年











 五十洲は住民基本台帳では 37 世帯存在するが、実際に恒常的に住んでいるのは 33～
34 世帯である。区の活動は 1 月に始まり 12 月に終わる「年」を単位としている。 
                                                  
21 帰郷後に青年会副会長を務める男性（32 歳）は造園会社勤務、T さん（男性、34 歳）は木の
伐採の仕事に従事、会計を務める男性（35 歳）は穴水町の福祉施設に勤務している。 








五十洲の役員には、区長 1 名、副区長 1 名、役員 4 名があり、この三役を合わせて




常は 12 月末の役員会で三役によって人選案が作られ、翌年 1 月 4 日の総会で承認され





る。「総会」は年に一度、1 月 4 日に、五十洲神社境内内にある区の集会所にて開かれ
る。総会に先立ち 12 月末に「役員会」が開かれる。役員会で、次の年の行事、その年
の決算、（必要であれば）新しい区長、副区長、役員の案をまとめる。そして 1 月 4 日
の総会で、決算報告、年間行事のお知らせ、（もしあれば）新役員の承認を行なう。 
 役員会は 2～3 ヶ月に一度、年に数回開催される。平成 28（2016）年は、2 月、5 月、




月 1～2 日の五十洲神社夏祭りについて話合いをした。12 月中～下旬の役員会では、翌
年 1 月 4 日の総会の準備のための話合い（行事予定、会計決算、役員選出）がされた。 
区の収入としては、居住世帯から徴収する区費が主なものである。区費はどの世帯も
一律で、これは記録のある限り昔から同様である。空き家であっても、住民登録があれ
ば区費徴収の対象となる。区費については、4 人の役員が、川の両側の 2 地域について
2 名ずつで集める。 
 五十洲の現在の支出としては「区長会へ払うお金」、共同募金、防犯灯の LED ライト
への切り替え費用、お祭りにかかる費用などがある。「区長会へ払うお金」とは七浦地
区へ払う年会費である。また区として共同募金に一年に数万円の寄付を行なっている24。
                                                  











かつて人手不足は山王祭の問題だった。M さんが 26 歳の時（2012 年）、祭りの準備
をしていたのは役員 5～6 人だけで、子供も少なくなっていた。祭りの危機を感じた M
さんは地元に帰る決心をし、2 年後 28 歳の時（2014 年）には青年会副会長になった。





も 38 歳を超えた人たちには「青年会 OB」という立場で、結構手伝ってもらっている。
それを曳山保存会などの団体にしようかという意見もある。そうしても実質は変わらな
いが、現在のままだと青年会 OB は実行委員会に入れない。2014 年に祭りが中止にな
ったときにも「声を出せなかった」（発言できなかった）のはそのためだ。団体名があ
れば入りやすいし、若い人にとっても心強いと M さんは考えている。 
祭りの他に、青年会は保育所などから呼ばれてアマメハギを演じることがある。今年











 五十洲は住民基本台帳では 37 世帯存在するが、実際に恒常的に住んでいるのは 33～
34 世帯である。区の活動は 1 月に始まり 12 月に終わる「年」を単位としている。 
                                                  
21 帰郷後に青年会副会長を務める男性（32 歳）は造園会社勤務、T さん（男性、34 歳）は木の
伐採の仕事に従事、会計を務める男性（35 歳）は穴水町の福祉施設に勤務している。 





替え費用の半分ほどを補助している。五十洲はすでに防犯灯の 3 分の 2 ほどを交換済
みで、あと 5～6 カ所を残すのみである。一カ所の交換には 2 万 2～3 千円かかるとの
ことである。お祭りにかかる費用とは、区内の五十洲神社の例祭に関わる費用である。
五十洲神社のお祭りでは、当番がお供え物を用意するが、その費用は区が負担する。年
4 回のお祭りで、合せて 5～6 万円のお供え物費用がかかる。さらに「ナカマシゴト」
（共同作業）が年 6 回あり、それらに関しても費用がかかる。 
ナカマシゴトは区の主要な活動である。農道草刈りなどの清掃作業については、これ
まで住民によるボランティアとして無料で作業を行なっていたが、平成 29（2017）年







代 1 名と神社の責任役員 2 名が住民から選出される。現氏子総代は区の副区長が務め
ているが、必ずしも副区長が氏子総代にならなければならないわけでなく、実際に前氏
子総代は区の役員ではなかった。一方で、責任役員のうち 1 名は五十洲区長が務めるこ
とになっている。もう 1 人の責任役員は区の役員が務めなくともよい。 
五十洲にはかつて納税貯蓄組合があったが、現在はない。かつては区長が納税貯蓄組
                                                  
募金徴収の煩を避けるため、数年前からは各世帯から集めることをやめ、区費から一括して出す
ことにしたという。戸数でいくらと計算するために、合わせて数万円になるそうである。 
25 神社負担金とは、一戸あたり千五百円ぐらいで 33 戸分を払うので、4 万 5 千円／年ほどにな
るという。 
表 1 五十洲区のナカマシゴト 
 
1． 3 月最終日曜日 農道草刈り 
2． 5 月   農道草刈り 
3． 6 月中旬   市一斉クリーンデー（輪島市） 
4． 7 月末   宮普請。お祭りを前に神社を清掃し祭りの準備をする。 
5． 8 月最終日曜日  農道草刈り 


















吉浦地区は書類上では 17 世帯だが、実際に住んでいるのは 11 世帯だという28。住ん
でいない家は、持ち主がお盆や正月などに帰ってくることもあるが、普段は殆ど不在な
ので、家が傷んでしまうという。 
吉浦は「1 班」と「2 班」に分かれている。かつては 3 つに分かれていたが、現区長
が 6 年程前（2011 年頃）に区長になってすぐに 2 つにした。さらに区長は、今年（2017
年）のしまい寄合（12 月の寄合）時に、区分をなくし 1 つにしようと提案する予定だ
という。 





                                                  
26 少子高齢化について区長は次のように語った。「現在（2017 年）五十洲住民の平均年齢は 75
歳で、高齢化率は 92.5％だ。4 年前の高齢化率は 82％だった。今、若い人と言えば、50 歳代の
人が 1 人、高校生が 1 人いるだけだ。高齢者（65 歳以上の人）には元船乗りが多い。海辺の町
の人は外に出るのを厭わない。次男・三男坊はだいたい出て行く。 
27 本節の記述は、主に区長（吉浦、男性、70 歳）への聞きとりによる。 






ため猿山の管理のために、昭和 62（1987）年から訪問者から 1 人 300 円の「協力金」をもらっ
ている。そして雪割草の咲く 3 月 10 日から 4 月 10 日までの間、当番で見張りを立てている。
見張りは、吉浦、矢徳、五十洲が担当するが、実際に見張りに出られる人は吉浦 4 人、矢徳 12
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初寄合は 1 月 10 日前後に開かれ、年間行事（道刈り、浜掃除）の日取りを決め、役
員決めも行なう。また「海の見張り決め」を行なう。ほんらい吉浦沖の海は、11 月 15
～3 月 15 日の間の凪の日だけ魚介類を獲ることが出来るが、アワビやサザエなどをこ







所 3 カ所に、ごみポストを作って置いている34。 
                                                  
31 例えば 5 百万円の工事費だったら、地元は 15 万円を負担しなければならない。 
32 集会所の建物を建てるために、行政からかつては 25％の補助が出ていたが、今は補助の割合
は小さくなったそうである。 























 矢徳集落には 2017 年 6 月 23 日現在で、35 名 16 世帯の住民登録がある。かつて矢
徳には「ツラ」という世帯数を 22 以上に増やさない慣習があり、分家して新しい世帯
（シンタク）を作ることは許されなかった36。 














月 4 日にやっていたが、すぐ後の 1 月 11 日におやじお講が開かれるので、それに一本
化された。おやじお講はかつて 1 月 11 日に各世帯持ち回りでやっていたが、料理など
の負担が受け持ち世帯にとって大変なので、集会場でやるようになったという。寄合し
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70 万円ほどで、これを 15 世帯で割ると負担が多すぎるため、各世帯からの徴収額は 1
万円程度に抑え、残りは区の貯金を取りくずしているという。神社費は一年に 2 万 5 千
円ほどで、寄合しまいの際に各世帯から千五百円を万雑として集める。 
 区の支出の中には、吉浦区へ払う年 2 万円がある。この使用料の代わりに、矢徳の住
民は吉浦の浜で魚介類を取ることが出来る。 











（寄合しまい）の時の 2 回に分けて集めている。 
  
7．大滝の地区組織37 
 大滝集落には住民登録上 9 世帯あるが、一軒は単身住民が老人ホームに入ってしまい
留守なので、居住世帯は 8 世帯となっている。さらにもう一世帯は、普段は富山県に住
んでいて、毎週畑を作りに帰ってきている。 
 大滝の区の役員は「区長」のみで他の役職はない。区長の一応の任期は 2 年であるが、







                                                  




















8 月 26 日には大滝のみで集落内の「道刈り」をする。参加者には区から「人夫賃」6 千
5 百円が払われ、出なかった人は区に「不足金」1 万 3 千円を払う。 




 餅田は住民登録 5 世帯の小さな集落で、位置的には皆月 1 組と隣接する。 
 区の役職は区長 1 名だけである。任期は 2 年であるが、同じ人がずっと長い間務める
ことが多い。前区長（餅田、男性、84 歳）は 10 年間務め、現区長は区長になり 2017





は 4 世帯が参加するが、4 世帯とも田んぼの所有者である。かつては餅田の人だけでや
ったが、他集落の人でも餅田に田んぼを持っている人は用水作業に参加する。 
 かつて祭りは 2 月 4 日の火祭り、3 月 13～14 日の春祭り、9 月 13～14 日秋祭りが
あったが、3 月の春祭りと一緒にやるようになったため火祭りはなくなった。祭りの費
用は特にかからないという。春祭りと秋祭りについては「オトウ」と呼ばれる当番があ
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 井守上坂は山間の小さな集落で 17 名、9 世帯の住民登録がある40。 
 区の役員としては、区長 1 名と副区長 2 名があり、副区長は「相談役」と呼ばれる。
会計など他の職はない。区長は納税組合長を兼ねる。区長の任期は 3 年で、相談役の任
期は 1 年である。区長は寄合で選ばれる。そして、選ばれた区長が 1 月 8 日の「初寄
合」の時にその年の相談役 2 名を指名する。区長と副区長は区から手当をもらう。 



















                                                  
39 本節の記述は、主に区長（井守上坂、男性、77 歳）への聞きとりにもとづく。 





















 薄野は区の運営上 3 世帯の集落である（住民登録上は 2 世帯）。区長さんが生まれる




薄野区の役員は区長 1 名のみである。 
区費は 1 世帯につき年間 6 千円を 3 世帯から集めているが、これは区長手当となる。
これ以外に年末に諸経費を計算して 3 世帯で均等に負担する。昨年（2016 年）は各世
帯から 6 千円ぐらいもらったという。そのうち主な経費は「神社割」と呼ばれる神社関
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に土地を貸借する区も増えている。すでに中谷内に 7 基、百成大角間に 3 基の大風車が





                                                  
42 祭りに関する費用は別会計としている区も多い。 
24
